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議事

１． 報告事項

（ア）日本脊椎脊髄病学会理事会（2022 年 5 月）：高橋先生

理事会報告がされ、下記内容を確認した。

1. 当委員会の担当理事になられた東邦大学医療センター大森病院の高橋寛先生と委員に

なられた金沢大学の加藤仁志先生からご挨拶を頂いた。

2. 理事会で働き方改革について議案があり、理事会の開催時間について変更があった。

3. 当委員会の開催日程・開始時間について、今後委員のご意見を伺い検討する。

（イ）貸出器械（Loan Instruments）使用患者が後日プリオン病と判明した事例

報告（日本整形外科学会より）：酒井先生 (JOA 安全医療推進委員会アド

バイザー)
酒井先生から下記報告がされた。

1. プリオン病感染予防についてのアンケート調査票が完成し、この度 JSSR 事務局に web

アンケートを作成して頂いた。

2. 当委員会委員にて web アンケートを回答頂き内容を確認した。

3. アンケート調査の序文に、「各施設の手術器具の洗浄・滅菌担当者（責任者）に実情を

ご確認頂いた上でのご回答をお願い致します」という記載があるが、太字や下線を加え

て、回答者に理解頂きやすいようにする。

4. アンケート調査は JSSR 会員へプリオン病感染予防の周知・啓発も目的の一つであり、

施設の対策について代表指導医としてのご意見を頂く方針とする。

5. アンケート調査時期は 6 月中旬から 7 月末までの 1 カ月半の期間で調整する。

6. アンケート調査を途中で一時保存ができるように JSSR 事務局に依頼する。

7. 調査開始前、開始後にリマインドとして、JSSR 会員へ HP や NL などで案内する。

8. アンケート調査内容を纏め、今後学会で発表する予定（担当：町野）。



２． 検討・報告事項

（ア）脊椎脊髄手術における周術期抗血栓薬使用の安全性に関する研究：

酒井先生、手束先生

手束先生から研究進捗について下記報告がされた。

1. JSSR 学会における学会主導研究セッションにて口演発表を行った。その研究内容を

JOA 学会へ報告した。

2. JOA 学会からのパブリックコメントが日本循環器病学会へ提出され、JCS ガイドライ

ンの改訂が行われた。

3. ガイドライン上の脊椎脊髄手術が低・中リスクの扱いから変更され、高リスクへ分類さ

れることになった。

4. 今後論文化し公表する予定。

（イ）脊椎手術における部位確認に関する研究：川口先生

川口先生から研究報告について下記確認がされた。

1. JSSR 学会における学会主導研究セッションにて口演発表を行った。

2. Wrong-Site Spine Surgery（WSSS）の文言を採用し、本研究内容を JSSR 会員へ周知し今

後の対策に繋げていく。

3. 今後論文化し当委員会と JSSR 理事会内で内容を確認し、JSR へ投稿する予定。

（ウ）JSSR-DB 上の神経麻痺の定義について：今釜先生

今釜先生から下記確認がされた。

1. JSSR-DB 内に脊髄モニタリング判定の定義を追記することに伴い、新たな神経麻痺定

義を記載することになった。

2. 過去に当委員会で予定していた全国合併症調査での神経麻痺定義に倣い、現行の

JSSR-DB では術後合併症において神経麻痺の定義付け（運動麻痺は MMT2 以上の増

悪）がされている。一方、脊髄モニタリング WG ではこれまで、運動麻痺＝MMT1 以

上の増悪、で定義されてきた。

3. DB 登録者の混乱回避のために、神経麻痺の定義を再検討する必要がある。

4. 術後新たな神経麻痺定義についてモニタリング委員会で審議し、データベース委員会

へ報告する方向となった。

(エ) 当委員会の今後の開催予定について

高橋理事より、働き方改革を視野に入れ、勤務時間内の委員会開催のご提案があった。委

員で検討し、勤務時間内の定時開催は多くの委員が欠席せざるを得ない状況を確認。早朝開

催も検討されたが同じく時間外であり、原則、隔月開催、（当月理事会開催後の）火曜日 18:30



開始で予定することになった。

３． 次回委員会開催日

・JSSR 理事会開催後に予定

・【次回】2022.08.02（火）18 時 30 分～

・【次々回】2022.09.27（火）18 時 30 分～


